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得

脱

へ

の

諸

論

久

米

原

恒

久

釈
尊
滅
後
、
仏
教
徒
の
間
で
は
正
法

の
衰
退
、
世
相

の
悪
化
、
異
学
異

解
の
氾
濫
等

に
よ

っ
て
教
法

の
滅
尽
を
]優
慮
す
る
思
想
が
広
ま

っ
た
。

こ
れ
ら
は
多
数
の
経
典
類
と
な

っ
て
表
現
さ
れ
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
。

吉
蔵
の

『
中
観
論
疏
』
や
道
世

の

『法
苑
珠
林
』
に
は
、
そ
う
し
た
法

滅
関
係
の
経
文
が
多
く
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
中
国

の
仏
教
者

に
末
法
意
識
の
高
揚
を
促
が
す
こ
と
顕
著
で
あ

っ
た
曲
籍
と
し
て

『
大

集
日
蔵
経
』
『
大
集
月
蔵
経
』
『法
滅

尽
経
』
『大
悲
経
』
『
大
乗
同
性

経
』
『摩
詞
摩
耶
経
』
『賢
劫
経
』
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
等

の
経
典
類

を

あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
る
に
、

こ
れ
ら
に
は
正
法
、
像
法

の
説

示
が
な
さ
れ
る
も
の
の
、
後
に

一
般
化
し
た
正

・
像

・
末
と
い
う

一
連

三
時
の
時
代
区
分
を
な
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

三
時
の
組
織
を
立

て
て
初
め
て
末
法
思
想
を
説

い
た

の
は
、
南
岳
慧
思

(
五
一
五
-
五
七

七
)
の
選
述

と
さ
れ
る

『
立
誓
願
文
』
で
あ
ろ
う
。
故
に
こ
の
願
文

こ

そ
、
当
時
中
国
の
仏
教
界
に
、
末
法
到
来
の
意
識
を
鼓
吹

し
、

こ
の
超

克
如
何
が
仏
者
に
と

っ
て
不
可
避
的
命
題
で
あ
る
と
認
識
せ
し
め
、
や

が
て
は
種

々
な
る
得
脱
論
の
展
開
を
導
い
た
も
の
で
あ
り
、
仏
教
史
上

甚
大
な
る
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
慧
思
の
真
選
説
を

め
ぐ

っ
て
、
種

々
の
異
論
が
出
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

し
か
し

一
応

こ
こ
で

は
慧
思
の
真
選
を
前
提
と
し
て
考
察
を
進
め
た

い
と
思
う
。

さ
て

『立
誓
願
文
』
は
釈
尊

の
降
誕
年
代
を
甲
寅
四
月
八
日
と
し
、

入
滅
年
時
を
癸
酉
二
月
十
五
日
と
定
め
、

こ
こ
か
ら
逆
算
し
て
慧
思
自

身
の
誕
生
年
に
当
る
宣
武
帝
延
昌
四
年
を
末
法

帰
入
よ
り
八
十
二
年
目

に
当
た
る
も
の
と
算
定
し
て
い
る
。
慧
思
は
こ
の
中
で
、
正
像
末

の
三

時
教
判
を
提
示
し
て
い
る
が
、

こ
の
論
拠
と
な
る
経
典
に
つ
い
て
は
諸

論
多
出
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
、
山
田
竜
城
博

士

の
見
解

に
従

が
え

ば
、
や
は
り

『
大
集
月
蔵
経
』
法
滅
尽
品
が
有
力
視
さ
れ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。

と
も
角
、
慧
思
は
こ
の
中

で
、
末
法
時
の
様
相
を

「人

命
短
促
、
五
濁
競
興
、
行
十
悪
業
、
共
相
殺
害
」
等
と
規
定
し
、

こ
れ

ら
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
正
法
不
滅
と
衆
生
化
度
の
大
誓
願
を
立

て
、
さ
ら
に
金
字
の
経
巻
を
作

っ
て
経
典
の
流

布

を
計

る
事

を
企

ん

だ
、
そ
し
て
自
ら
を
経
典
不
滅

の
荷
い
手
と
し
て
自
確
し
、
深
山
に
あ

っ
て
神
仙

の
道
を
学
び

つ
つ
、
弥
勒
下
生
の
刻
限
ま
で
、
経
典

の
護
持
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を
願

っ
た

の
で
あ
る
。
末
法
得
脱

へ
の
展
望
を
弥
勒
仏
と
神
仙
思
想
に

求
め
た
も

の
こ
そ
、
『立
誓
願
文
』

の
特
色
で
あ
り
、
か

つ
初
期

の
末

法
思
想
の
形
態
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
が
末
法
得
脱
論
と
結
び
つ
く
の
は
何
時
で
あ

っ
た
ろ
う
か
、

こ
れ
に

つ
い
て

『
続
高
僧
伝
』
十
七

・
慧
思

の
段

に

「
夢
弥
勒
陀
説
法
開
悟
、

故
造
二
像
並
同
供
養
」
と
あ
り
、
実
は
慧
思

が
弥
勒
と
弥
陀

の
二
像
を
造

っ
て
供
養
し
て
い
た
事

が
示

さ
れ
て

い

る
。
つ
ま
り
、
『
立
誓
願
文
』
の
文
面

上
で
は
、
般
若
、
弥
勒
、
神
仙

と
い
っ
た
信
仰
の
み
が
顕
彰
せ
ら
て
い
る
が
、

一
方
で
は
そ
の
背
影
に

弥
陀
信
仰

が
既
に
確
固
た
る
地
位
を
し
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
又
、

『
立
誓
願
文
』
初
頭
に

入
末
法
過
九
千
八
百
年
後
、
日
光
菩
薩
出
真
円
国
説
法
大
度
衆
生
満
五
十
二

年
入
浬
葉
後
首
樗
厳
経
般
舟
三
昧
先
滅
不
現
、
余
経
次
第
滅
、
無
量
寿
経
在

後
得
百
年
住
大
度
衆
生
然
後
去
至
大
悪
世

と
あ
る
。

こ
こ
に

『
無
量
寿
経
』
が
他
の
経
典
や
諸
行
の
滅
し
た
後
も

存
在
し
、
衆
生
を
度
す
旨
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
(
止
住
す
る
時

期
は
本
経
に
違
す
)
。
こ
の
様
に

『無
量
寿
経
』

の
存
在
意
義
を
顕
彰

す

る
態
度
が
既
に
認
め
ら
れ
る
。
更
に
慧
思
は

『
無
量
寿
経
』
所
説

の
本

文
に
も
強

い
関
心
を
示
し

『立
誓
願
文
』
の
中
に
そ
の
本
願
文
を
と
り

込
ん
で
、
本
願
に
よ
る
衆
生
救
済
の
働
き
を
表
明

す
る

に
致

っ
て

い

る
。
今
、

こ
の
中
か
ら
三
文
を
選
び
そ
の
特
色
を
考
え
て
み
た
い
。

(
一
)設
我
得
仏
皆
悉
発
願
来
生
我
国
、

一
切
具
足
普
賢
之
道
、
随
其
本
願
修

短
自
在
、
色
身
相
好
智
慧
神
通
、
教
化
衆
生
等
無
差
別
、
飲
食
衣
服
応
念

化
現
不
須
造
作
、
若
不
爾
者
不
取
正
覚
。

(二)

若
我
得
仏
十
万
世
界
六
道
衆
生
、
聞
我
名
字
即
発
無
上
菩
提
心
、
住
不

退
転
、
若
不
爾
者
不
取
妙
覚

(三)

設
我
得
仏
十
万
世
界
若
有
衆
生
、
具
五
逆
罪
応
堕
地
獄
、
臨
命
終
時
値

善
知
識
教
称
我
名
、
罪
人
聞
己
、
合
掌
称
名
声
声
不
絶
経
十
念
項
、
命
欲

終
時
即
得
見
我
、
迎
其
精
神
来
生
我
国
為
説
大
乗
、
是
人
聞
法
無
生
忍
永

不
退
、
若
不
爾
者
不
取
妙
覚

(
一
)
の
願
文
な
ど
、
『無
量
寿
経
』

の
第
十
八
、
第

十
九
、
第

二
十

の
三

願
の
文
意
を
体
し
つ
つ
第
十
五
、
第
二
十

二
、
第

三
十
八
の
諸
願
か
ら

語
句
を
挿
入
し
て
い
る
事
が
分
る
。
更
に
口
の
願
文
は
、
同
じ
く
第
四

十
七
願
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
角
、
慧
思
に
は

本
願
文
を
意
訳
合
会
し
つ
つ
、
文
形
の
み
を
踏
襲
す
る
と
い
う
特
異
点

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
私
は
特
に
注
目
さ
る

べ
き
願
文
と
し
て
日

の
願
文
を
挙
げ
て
み
た
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文

の
頭
末
に

『
無
量
寿
経
』

の
願
文
形
態
を
踏
ま
え

つ
つ
も
内
容
に
つ
い

て
は

『観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
九
品
段
の
所
説

が
取
意
せ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
中
で
も
下
品
下
生

の
文
脈
と
の
関
係
が

顕
著
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
故
に
左
に
そ
の
下
品
段
を
掲
げ

比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

或
有
衆
生
不
善
業
五
逆
十
悪
、
具
諸
不
善
。
如
此
愚
人
以
悪
業
故
、
応
堕
悪

道
経
歴
多
劫
受
苦
無
窮
。
如
此
愚
人
臨
命
終
時
、
遇
善
知
識
種
種
安
慰
為
説

末
法
得
脱

へ
の
諸
論

(
久
米

原
)
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末
法
得
脱

へ
の
諸
論

(
久
米
原
)

妙
法
教
令
念
仏
。
彼
人
苦
逼
不
逞
念
仏
。
善
友
告
言
、
汝
若
不
能
念
彼
仏

者
、
応
称
帰
命
無
量
寿
仏
。
如
是
至
心
令
声
不
絶
、
具
足
十
念
称
南
無
阿
弥

陀
仏
。
称
仏
名
故
、
於
念
念
中
、
除
八
十
億
劫
生
死
之
罪
。
命
終
之
時
見
金

蓮
花
、
猶
如
日
輪
住
其
人
前
。
如

一
念
頃
、
即
得
往
生
極
楽
世
界

こ
の
両
文

で
分
る
よ
う
に
、
願
文
全
文
の
意
図
は

『観
経
』
下
下
品
の

説
を
集
約
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
判
定
で
き
る
の
で
あ
る

(「迎
其

精
神
悉
生
我
国
」
は
九
品
段
全
般
の
経
旨
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「聞
法
得
無
生

忍
」
は
上
品
上
生
お
よ
び
中
生
に
説
く
主
旨
に
そ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
往

生
果
遂
以
後
、
衆
生
が
法
を
聞
き
悟
り
に
到
る

「聞
己
即
悟
無
生
法
忍
」
(上
品

上
生
)
「得
無
生
法
忍
」
(
上
品
中
生
)
と
い
う
経
旨
を
語
っ
た
も
の
に
他
な
ら

な
い
)
。
と
も
角
、

『立
誓
願
文
』
の
こ
の
願
文
は
、
九
品
段
全
体
の
経

旨
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
下
品
下
生
の
教
説
を
敷
行

し
、
さ
ら

に

こ
れ
を

『無
量
寿
経
』
所
説
の
第
十
八
、
念
仏
往
生
願
の
文
形
と
願
旨
に
則

っ

て
合
釈
せ
し
め
た
願
文
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
慧
思
以
後
、
高
ま
る
末
法
意
識
を
背
影
に
し
、
教
界
で

は
数

々
の
学
者
に
よ

っ
て
そ
の
得
説
法
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
中
、
特

に
注
目
さ
る
べ
き
人
師
と
し
て
、
三
段
教
の
信
行
と
、
数
量

念
仏
の
祖

と
さ
れ
る
道
紳
を
挙
げ
得
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
道
紳
は
、
聖

浄
二
門
の
判
釈
と
称
名
念
仏
の
大
成
者
善
導
大
師
の
師
匠
と
し
て
、
浄

土
教
史
に
お
け
る
地
位
は
、
正
に
不
滅

の
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
道

緯
は
、
そ
の
著

『
安
楽
集
』
の
中
で
、
凡
夫
に
相
応
す
る
末
法
得
脱
論

を
展
開
し
、
約
時
被
機
勧
帰
浄
土
と
し
て
、
時
と
機
と
教
の

一
致
を
得

脱
の
必
須
要
因
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
(か
か
る
時
機
観
は
実
は
慧
思
の
こ

こ
ろ
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
末
法
思
想
の
発
展
過
程
を
見
る
思
い
が

す
る
)
そ
し
て
、
第

三
大
門
に
お
い
て
、
次
の

一
文
を
提
示

し
、
凡
夫

の
末
法
得
説
論
を
結
釈
す
る
の
で
あ
る
。

若
有
衆
生

縦
令

一
生
造
悪

臨
命
終
時
十
念
相
続
称
我
名
字

若
不
生
者

不
取
正
覚

こ
の

一
文

こ
そ
、
道
紳

の
行
業
論
の
結
論
と
し
て
、
又
そ
の
教
義

の
特

色
を
端
的
に
表
わ
す
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、

こ
の
中
で
道
緯
は

一
生
造
悪
の
凡
夫
の
最
終
的
救
済
の
時
点
を
臨

終
に
設
定
し
、
他
相
を
雑
え
な
い
願
生
心

(+
念
)
を
相
続

し

つ
つ
弥

陀

の
名
号
を
称
え
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
の

で
あ

る

(故
に
他
所
に

お
い
て
は
、
こ
の
純
粋
な
る
他
相
な
き
十
念
を
成
就
す
る
為
に

「習
い
性
」
の

念
仏
を
勧
励
し
、
日
課
念
仏
の
重
要
性
を
力
説
し
、
自
説
の
補
完
に
努
め
て
い

る
)
。
こ
の
道
紳
の
願
文
を
見
た
と
き
、
『無
量
寿
経
』
所
説

の
第
十
八

願
文
と

『観
経
』
下
品
下
生
の
経
文
の
合
釈
で
あ
る
事
は
、
容
易
に
理

解
で
き
よ
う
。
故
に
こ
の
文
が
、
先
の
慧
思
の
願
文
日
に
直
接
連
な
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
推
量
を
働
か
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
少
な
く
と
も
両
者
の
二
文
に

一
系

の
連
繋
を
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
道
緯
が
師
と

仰
ぐ
曇
鷲
の
著
述

の
中
に
は
、

一
体
同
類
の
も

の
は
見

い
だ
し
得
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
わ
く
。

そ
こ
で
曇
鷲

の
著
作
、

即
わ
ち

『往
生
論
註
』
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
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『讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
の
三
部
四
巻
を
検
索
し
て
み
る
と
、
願
文
の
形
態

を
保
持
す
る
引
用
文
と
し
て
は
、
次
の
四
種
を
見
る
事
が
出
来
る
。

設
我
得
仏
国
中
人
天
不
住
正
定
聚
必
至
滅
度
者
不
取
正
覚

(第
十

一
・
住
正

定
聚
願
)
『論
註
』

設
我
得
仏
他
方
仏
土
諸
菩
薩
衆
来
生
我
国
究
寛
必
至

一
生
補
処
除
其
本
願
自

在
所
化
為
衆
生
故
被
弘
誓
鎧
積
累
徳
本
度
脱
一
切
遊
諸
仏
国
修
菩
薩
行
供
養

十
方
諸
仏
如
来
開
化
恒
沙
無
量
衆
生
使
立
無
上
正
真
之
道
超
出
常
倫
諸
地
之

行
現
前
修
習
普
賢
之
徳
若
不
爾
者
不
取
正
覚

(第
二
十
二
・
必
至
補
処
願
)

同
右

設
我
得
仏
国
中
声
聞
有
能
計
量
知
其
数
者
不
取
正
覚

(第
十
四

・
声
聞
無
数

願
)
同
右

設
我
得
仏
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覚

(第
十
八
・
念
仏
往
生
願
)
同
右

こ
こ
で
気
づ
く
こ
と
は
、
第
十
四
願
文
を
除
い
て
全
て
、
『無
量
寿
経
』

願
文

の
直
接
引
用
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
十
四

願
と
い
え
ど
も
、
中
間
部
分

の
省
略
文

で
あ
り
、
他
の
要
文
を
改
変
転

入
せ
し
め
合
釈
文
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま

り
時
代
的

に
は
慧
思
に
先
行
し

(
四
七
六
-
五
五
〇
ご
ろ
)
教
学
的
に
も

道
緯
に
絶

大
な
る
感
化
を
及
ぼ
し
た
は
ず
の
曇
鷲

で
は
あ
る
が
、
第
十

八
願
文
と
観
経
下
下
品
の
合
釈
文
と
い
う
道
紳
独
自

の
願
文
改
変
に
関

す
る
限
り
、
直
接
的
誘
因
を
な
し
た
も
の
は
、
慧
思

の

『
立
誓
願
文
』

に
お
け
る
日
の
願
文
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
と
い
う
推
論
が
成
り
た
つ

の
で
あ
る
。

因
に
、
後
に
こ
の
道
練
の
立
場
を
受
け
た
善
導
は
、
引
用
す
る
総
て

の
本
願
文
を
意
訳
改
変
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
申
で
も
特
に
顕
著
な
特

色
は

『観
経
』
下
下
品

の
立
場
か
ら
、
第
十
八
願
文
を
悉
く
意
訳
改
変

し
て
著
作
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
意
味
に
お
い
て
国
の
誓
願
文

こ
そ
、
浄
土
教
史
上
、
看
過
す

べ
か
ら
ざ
る
歴
史
的
意
義
を
有
す
る

一
文
で
あ

っ
た

こ
と
を
指
摘
し
、

要
旨
と
し
た
い
。
(註
略
)

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
)

末
法
得
脱

へ
の
諸
論

(
久
米
原
)
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